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層状硫化物 CrNb3S6（結晶構造：Fig. 1）は、TC (~133 K)以下で周期 48 nm のヘリカル磁気構造を

取り、伝播ベクトル q に対し垂直方向に磁場を印加すると、らせん磁気構造の一部がほどけ、コヒ

ーレントに格子を組んだカイラルソリトン格子を形成することが知られている[1-3]。 

カイラルソリトン格子の磁場応答の詳細を調べるために、放射光 X 線を用いた共鳴軟 X 線散乱

を行った。CrNb3S6 の Cr イオンが長周期磁気構造を有することから小角共鳴軟 X 線散乱が有効で

あり、KEK-PF の BL-16A において Cr の L3 端（E = 577 eV）を用いて散乱実験を行った。ゼロ磁場

下では伝播ベクトル q を持ったヘリカル磁気構造が観測され、磁場印加よるカイラルソリトン格子

形成に伴い、4q 反射までの高調波成分を観測した(Fig. 2)。q の磁場依存性を観測したところ、磁

場増加過程ではこれまでローレンツ透過型電子顕微鏡の観測結果及び理論提唱モデルと同様に

徐々にカイラルソリトン格子の周期が大きくなり、それに対応して q が 0 に近づき、臨界磁場 Hc で

強磁性となる。一方、磁場減少過程では不連続で離散的な q の磁場依存性を示すことを観測した

[4]。本講演ではこれらの測定結果に関して、CrNb3S6 におけるカイラルソリトン格子の非相反的磁

場依存性の起源について議論する。 

 

 

Fig.1  CrNb3S6 の結晶構造             Fig. 2 磁場下のプロファイル 
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